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(57)【要約】
　ポリマー及び約０．１重量％～２５重量％のセルロース添加物を含むポリマー組成物が
包含される。ポリマー組成物はフィルムの形態にあり、セルロース添加物は酢酪酸セルロ
ースのようなセルロースエステルであることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー及び約０．１重量％～２５重量％のセルロース添加物を含むフィルムを含んで
なるポリマー組成物。
【請求項２】
　ポリマー及び０．１重量％～約２５重量％のセルロースエステルを含むポリマー組成物
を含んでなる製品。
【請求項３】
　該エステルが酪酸セルロース、酢酸酪酸セルロース、プロピオン酸セルロース、酢酸プ
ロピオン酸セルロース、酢酸フタル酸セルロース及びそれらの混合物より成る群から選ば
れる請求項２の製品。
【請求項４】
　該ポリマーがポリオレフィン、ポリウレタン、ポリウレタンウレア、ナイロン、ポリエ
ステル及びそれらの混合物より成る群から選ばれる請求項２の製品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　　　　　　　　　　　　　　　発明の分野
　本発明は、セルロース添加物組成物を含むポリマー組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　背景
　使い捨ておむつ及び成人失禁用ブリーフ（ａｄｕｌｔ　ｉｎｃｏｎｔｉｎｅｎｔ　ｂｒ
ｉｅｆｓ）のような吸収性製品の主な機能は、体浸出物を吸収し、且つ含むことである。
そのような製品に関する失敗の１つの共通の様相は、体浸出物が急速に製品内に吸収され
ない故にそれらが製品と着用者の足及び／又は腰の間の間隙から隣接する衣服に漏れる時
に起こる。従って現代の吸収性製品は、典型的には腰、側及び足の付け根回り（ｃｕｆｆ
ｓ）領域に伸縮性材料を含有し、持続的な適合（ｆｉｔ）及び着用者の体への製品の優れ
た密着（ｓｅａｌ）を与える。
【０００３】
　そのような伸縮性材料を与える１つの既知の方法は、弾性材料で作られる糸、ストラン
ド、フィルム又は不織繊維ウェブの導入である。典型的に、そのような材料は少なくとも
一方向において、そしておそらく多方向において伸縮性である。
【発明の概要】
【０００４】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　概略
　本明細書に記載されるポリマー組成物のいずれも、溶液、溶融物、ペレット、フィルム
、繊維などのようないずれの適した形態にあることもできる。
【０００５】
　簡潔に記載すると、本開示の態様はポリマー組成物中に導入されるセルロース組成物を
含有するポリマー組成物を含む。組成物は溶液、溶融物、ペレット、フィルム、繊維など
のようないずれの適した形態にあることもできる。
【０００６】
　１つの代表的なポリマー組成物は、中でも：ポリウレタン又はポリウレタンウレア及び
約０．１重量％～２５重量％のセルロース添加物、例えばセルロースエステルを含む。１
つの態様において、セルロース添加物組成物は、酪酸セルロース、プロピオン酸セルロー
ス、アセチルセルロース、すなわち酢酸酪酸セルロース、酢酸プロピオン酸セルロース、
酢酸フタル酸セルロース及びそれらの混合物より成る群から選ばれるアセチルセルロース
のようなセルロースエステルを含む。組成物が繊維である場合、弾性繊維はさらにステア
リン酸カルシウム、ステアリン酸マグネシウム、有機ステアレート、シリコーン油（ｓｉ
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ｌｉｃｏｎ　ｏｉｌ）、鉱油及びそれらの混合物より成る群から選ばれる少なくとも１種
の追加の添加物を含む。さらに本開示の態様は、本明細書に記載される弾性繊維又はポリ
マー組成物を含む布帛を包含する。さらに本開示の態様は、本明細書に記載される弾性繊
維を含む積層品を包含する。さらに本開示の態様は、本明細書に記載される弾性繊維又は
ポリマー組成物を含む被服を包含する。
【０００７】
　いくつかの態様のポリマー組成物は、それらが形成する製品、例えば繊維及びフィルム
に多様な利益を与えることができる。利益には粘着性の低下及び接着性の保持又は強化が
含まれ得る。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細な記述
　本開示をより詳細に記載する前に、本開示は記載される特定の態様に制限されず、従っ
てもちろん変わり得ることが理解されねばならない。本明細書で用いられる用語は特定の
態様を記載する目的のみのためであり、制限であることを意図しておらず、それは本開示
の範囲が添付の請求項のみにより制限されるからであることも理解されねばならない。
【０００９】
　他に規定されなければ、本明細書で用いられるすべての技術用語及び科学用語は、本開
示が属する技術分野における通常の熟練者により普通に理解されると同じ意味を有する。
本明細書に記載されるものと類似又は同等のいずれの方法及び材料も本開示の実施又は試
験において用いることができるが、好ましい方法及び材料を今回記載する。
【００１０】
　本明細書中で引用されるすべての公開文献及び特許は、各個別の公開文献又は特許が特
定的且つ個別に、引用することにより本明細書の内容となるべく示されたかのように、引
用することによりその記載事項が本明細書の内容となり、公開文献が関連して引用される
方法及び／又は材料を開示し、且つ記載するために引用することによりその記載事項が本
明細書の内容となる。いずれの公開文献の引用も申請日より前のその開示に関してであり
、本開示が先行開示のおかげでそのような公開より前の日付と称されないことの承認とし
てみなされるべきではない。さらに、与えられる公開の日付は実際の公開日と異なり得、
実際の公開日は独立して確認される必要があり得る。
【００１１】
　本開示を読んで当該技術分野における熟練者に明らかな通り、本明細書に記載され、例
示される個々の態様のそれぞれは、別個の構成要素及び特徴を有し、本開示の範囲又は精
神から逸脱することなくそれらを他のいくつかの態様のいずれかの特徴から容易に分離す
ることができるか又はそれらと組み合わせることができる。挙げられるいずれの方法も、
挙げられている順序（ｔｈｅ　ｏｒｄｅｒ　ｏｆ　ｅｖｅｎｔｓ　ｒｅｃｉｔｅｄ）で、
又は論理的に可能な他のいずれかの順序で行うことができる。
【００１２】
　本開示の態様は、他にことわらなければ、当該技術分野の熟練の範囲内である化学、布
、編織布などの技術を用いるであろう。そのような技術は文献に十分に説明されている。
【００１３】
　本明細書で開示され、特許請求される方法をいかにして実行し、そのような組成物及び
化合物をいかにして使用するかの完全な開示及び記述を当該技術分野における通常の熟練
者に与えるために、以下の実施例を示す。数（例えば量、温度など）に関する精度を保証
する努力が成されたが、いくらかの誤差及び変動は説明されるはずである。他にことわら
なければ、部は重量部であり、温度は℃における温度であり、圧力は気圧における圧力で
ある。標準温度及び圧力は２５℃及び１気圧と定義される。
【００１４】
　本開示の態様を詳細に記載する前に、他にことわらなければ、本開示は特定の材料、試
薬、反応材料、製造方法などに制限されず、従って変わり得ることが理解されるべきであ
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る。本明細書で用いられる用語は、特定の態様を記述する目的のみのためであり、制限で
あることは意図されていないことも理解されるべきである。本開示において、段階を異な
る順序で、これが論理的に可能であれば、実行し得ることも可能である。
【００１５】
　明細書及び添付の請求項中で用いられる場合、単数形である“ａ”、“ａｎ”及び“ｔ
ｈｅ”は、状況が明白に他のように指定していなければ、複数のもの（ｐｌｕｒａｌ　ｒ
ｅｆｅｒｅｎｔｓ）を含むことに注目しなければならない。かくして例えば「１つの支持
体」への言及は複数の支持体を含む。本明細書及び続く請求項において、反する意図が明
らかでなければ以下の意味を有すると定義される複数の用語に言及するであろう。
【００１６】
定義
　本明細書で用いられる場合、「粘着防止剤」又は「粘着防止添加物」という用語は、繊
維製造において用いられる添加物又は作用剤（ａｇｅｎｔ）である。１つの態様において
、粘着防止剤はポリマーフィラメント又はポリマーフィルムの粘着性を低下させることが
できる。
【００１７】
　本明細書で用いられる場合、粘着防止剤に適用される「可溶性」という用語は、ジメチ
ルアセトアミド（ＤＭＡｃ）、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）及びＮ－メチルピロリド
ン（ＮＭＰ）を含むがこれらに限られないスパンデックス紡糸のために用いられる典型的
な溶媒中に粘着防止剤が溶解できることを指す。
【００１８】
　本明細書で用いられる場合、「繊維」という用語は、布帛及び糸ならびに編織布二次加
工において用いられ得るフィラメント性材料を指す。布帛又は糸の製造のために１種もし
くはそれより多い繊維を用いることができる。当該技術分野において既知の方法に従って
、糸を十分に延伸するか又は構成する（ｔｅｘｔｕｒｅｄ）ことができる。
【００１９】
　本明細書で用いられる場合、「スパンデックス」という用語は、繊維形成物質が約８５
重量％かもしくはそれより多いセグメント化ポリウレタンを含む長鎖合成エラストマーで
ある合成繊維を指し、ここでポリウレタンウレアはそのようなポリウレタンの下位クラス
と考えられる。そのような合成繊維を円筒状の芯上に巻き、供給パッケージを形成するこ
とができる。湿式紡糸又は乾式紡糸法によりスパンデックス組成物を調製することができ
、スパンデックス組成物は丸い断面又は平らな「テープ様」断面のような多様な断面のい
ずれを有することもできる。あるいはまた、ポリウレタン溶液を流延し、乾燥して「テー
プ」形状を形成することができる。
【００２０】
　本明細書で用いられる場合、「フィルム」は、製品の長さ及び幅の寸法がそれぞれ厚さ
より大きい点で実質的に二次元的である成形製品、すなわち本明細書のポリマー組成物か
ら成形される製品を指す。制限ではない例には、中でもフィルム、シート及びテープが含
まれる。
【００２１】
議論
　本開示の態様は、セルロースエステル添加物を含有し、ここでセルロースエステルは組
成物中に導入されるポリマー組成物、組成物の調製方法、この組成物の使用方法、組成物
を含む積層品、組成物を含む布帛、組成物を含む被服、編織布などを提供する。
【００２２】
　本開示の態様はセルロースエステルを含む。選ばれるセルロースエステルは、製品中の
ポリマー、セルロースエステルの融解温度（１００～２５０℃）及びセルロースエステル
の数平均分子量（５０００～１５０，０００）に依存するであろう。制限ではない適した
セルロースエステルの例は酪酸セルロース（ＣＢ）、プロピオン酸セルロース、酢酸酪酸
セルロース（ＣＡＢ）、酢酸フタル酸セルロース及び／又は酢酸プロピオン酸セルロース
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（ＣＡＰ）である。１つの態様において、セルロースエステルはステアリン酸カルシウム
、ステアリン酸マグネシウム、有機ステアレート、シリコーン油、鉱油及びそれらの混合
物のような追加の添加物を含むことができる。これらの組成物をポリウレタン又はポリウ
レタンウレアポリマーのようなポリマー組成物に、繊維の紡糸又はフィルムの流延もしく
は押出しのような組成物のさらなる加工の前に加える。
【００２３】
　セルロース添加物は接着性を低下させずに、又は接着性を強化しながら（例えば接着に
必要な接着剤の量を減少させることにより）粘着防止の利益を与えると同定されたが、他
の種類の材料が類似の利益を与えることができ、本開示のセルロース添加物と一緒に含ま
れ得ることが認められる。
【００２４】
　本発明において用いられるポリマー組成物には、フィルムとして押出すか又は流延する
ことができる材料、例えばポリオレフィン（弾性ポリオレフィンを含む）、ナイロン、ポ
リエステルなどが含まれ得る。そのようなポリマーは熱可塑性材料、例えばポリエチレン
、低密度ポリエチレン、直鎖状低密度ポリエチレン、ポリプロピレン及びコポリマーなら
びに実質的な割合のこれらの材料を含有するブレンドであることができる。ポリマー組成
物から製造される製品、例えば繊維又はフィルムを表面改質剤で処理して、ロータス効果
を与えるような親水性又は疎水性を与えることができる。例えばフィルムのようなポリマ
ー含有製品を厳密に平らな平面形状から構成するか、型押しするか、又は他の方法で変え
ることができる。
【００２５】
　１つの態様において、本開示のポリマー組成物は中でもポリウレタン又はポリウレタン
ウレアのようなポリマー及び置換されたセルロースならびに１種もしくはそれより多い添
加物を含む。アセチルセルロースには、酢酸酪酸セルロース、酢酸プロピオン酸セルロー
ス及びそれらの混合物が含まれ得るが、これらに限られない。１つの態様において、アセ
チルセルロースは酢酸セルロースであることができる。酪酸セルロースを用いることもで
きる。適した添加物にはステアリン酸カルシウム、ステアリン酸マグネシウム、有機ステ
アレート、鉱油、シリコーン油及びそれらの混合物が含まれるが、これらに限られない。
他の態様において、ポリマー組成物は紡糸仕上げ剤（ｓｐｉｎ　ｆｉｎｉｓｈ）のような
仕上げ剤を含むことができるが、含まなくても良い。ある態様において、ポリマー組成物
又はセルロースエステル組成物は、本明細書で言及される化合物（例えばアセチルセルロ
ース又は他の置換セルロース）の他に少なくとも１種の追加の粒子状粘着防止剤を含むこ
とができる。
【００２６】
　１つの態様において、本開示のポリマー組成物は、例えばポリマー組成物の約０．１重
量％～１．０重量％、約０．１重量％～５重量％、約０．１重量％～１０．０重量％、約
０．１重量％～１５．０重量％、約０．１重量％～２０重量％、約０．１重量％～２５重
量％、約０．１重量％～５０．０重量％、約０．５重量％～約５．０重量％及び約１．０
重量％～５．０重量％の置換セルロースを含む。
【００２７】
　１つの態様において、本開示のセルロースエステルは酢酸酪酸セルロースであるか、又
はそれを含む。酢酸酪酸セルロースは、例えば約５重量％～９０重量％、約２０重量％～
３０重量％、約３０重量％～４０重量％、約４０重量％～５０重量％、約５０重量％～６
０重量％、約６０重量％～７０重量％、約７０重量％～８０重量％又は約８０重量％～９
０重量％のブチリル含有率を有することができる。あるいはまた、組成物は、ブチリル含
有率が最高で且つそれを含んで（ｕｐ　ｔｏ　ａｎｄ　ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）約１００％
である酪酸セルロースであることができ、それは酪酸セルロースである。
【００２８】
　１つの態様において、本開示のアセチルセルロースは酢酸プロピオン酸セルロースであ
る。１つの態様において、酢酸プロピオン酸セルロースは、例えば約５重量％～９０重量
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％、約２０重量％～３０重量％、約３０重量％～４０重量％、約４０重量％～５０重量％
、約５０重量％～６０重量％、約６０重量％～７０重量％、約７０重量％～８０重量％又
は約８０重量％～９０重量％のプロピオニル含有率を有することができる。
【００２９】
　１つの態様において、本開示のポリマー組成物は追加の添加物を含む。１つの態様にお
いて、添加物は約０．１％～１．０％、約０．１％～２．０％、約０．１％～３．０％、
約０．１％～４．０％、約０．１％～５．０％、約０．１％～６．０％、約０．１％～７
．０％。約０．１％～８．０％、約０．１％～９．０％又は約０．１％～１０．０％の添
加物（例えばステアレート、シリコーン油又は鉱油）を含有することができる。
【００３０】
　１つの態様において、シリコーン油又は鉱油の粘度は、例えば約１センチストーク～２
００センチストークス、約５センチストークス～１５０センチストークス、約１０センチ
ストークス～１００センチストークス又は約２０センチストークス～５０センチストーク
スであることができる。
【００３１】
　１つの態様において、本開示のポリマー組成物は中でもポリウレタン又はポリウレタン
ウレアのようなポリマー及び約０．５重量％～２５重量％の酢酸酪酸セルロースを含み、
酢酸酪酸セルロースは約３５重量％～５７重量％のブチリル含有率又は約５０重量％～５
７重量％のブチリル含有率を有する。弾性繊維の態様は、ステアリン酸カルシウム、ステ
アリン酸マグネシウム、有機ステアレート、シリコーン油、鉱油及びそれらの混合物のよ
うなさらなる添加物を含有することができる。ある態様において、弾性繊維は紡糸仕上げ
剤を排除する（ｅｘｃｌｕｄｅｓ）。本開示の弾性繊維は紡糸仕上げ剤を含むことができ
、それは最終的な繊維の重量（すなわち適用された後の重量）により約０．５％～７．０
％の局部的に適用される鉱油又はシリコーン油あるいは鉱油又はシリコーン油を含有する
混合物を含む。
【００３２】
　本開示の態様は、本明細書に記載されるポリマー組成物のいずれの１つの調製方法も含
む。方法は、少なくとも１種のポリオレフィン、ポリアミド（ナイロン）、ポリエステル
、ポリウレタン、ポリウレタンウレア又はそれらの混合物を含む組成物を調製することを
含む。次に方法は置換セルロースを組成物に加えることを含む。次に方法は、紡糸法（例
えば湿式紡糸、乾式紡糸及び溶融紡糸）により、あるいはポリマー組成物の流延又は押出
しにより、組成物から繊維又はフィルムを製造することを含む。
【００３３】
　１つの態様において、本開示のポリマー組成物の調製に用いられるポリマーは、一般的
に高分子グリコールを例えばジイソシアナートでキャッピングし、次いで得られるキャッ
ピングされたグリコールを適した溶媒（例えばジメチルアセトアミド（ＤＭＡｃ）、Ｎ－
メチルピロリドン、ジメチルホルムアミドなど）中に溶解し、キャッピングされたグリコ
ールをジオールのような連鎖延長剤を用いて連鎖延長してポリウレタンを形成するか、あ
るいはジアミンのような連鎖延長剤を用いて連鎖延長してポリウレタンウレアを形成する
ことにより製造され得る。繊維又は長鎖合成ポリマーの製造に有用なポリウレタンウレア
組成物は、少なくとも８５重量％のセグメント化ポリウレタンを含む。典型的にこれらは
高分子グリコールを含み、それをジイソシアナートと反応させてＮＣＯ－末端プレポリマ
ー（「キャッピングされたグリコール」）を形成し、それを次いでジメチルアセトアミド
、ジメチルホルムアミド又はＮ－メチルピロリドンのような適した溶媒中に溶解し、そし
て２番目に二官能基性連鎖延長剤と反応させる。
【００３４】
　ポリウレタンは連鎖延長剤がジオールである場合に第２段階に生成し、（そして溶媒な
しで製造され得る）。ポリウレタンの下位クラスであるポリウレタンウレアは、連鎖延長
剤がジアミンである場合に生成する。スパンデックスに紡糸され得るポリウレタンウレア
ポリマーの製造において、グリコールはヒドロキシ末端基とジイソシアナート及び１種も
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しくはそれより多いジアミンの逐次的反応により延長される。それぞれの場合に、粘度を
含む必要な性質を有するポリマーを与えるために、グリコールは連鎖延長を経なければな
らない。望まれるなら、キャッピング段階を助けるためにジラウリン酸ジブチル錫、第１
錫オクトエート、無機酸、第３級アミン、例えばトリエチルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル
ピペラジンなどならびに他の既知の触媒を用いることができる。
【００３５】
　１つの態様において、適した高分子グリコール成分には、約６００～３，５００の数平
均分子量のポリエーテルグリコール、ポリカーボネートグリコール及びポリエステルグリ
コールが含まれるが、これらに限られない。２種もしくはそれより多い高分子グリコール
又はコポリマーの混合物も含まれ得る。
【００３６】
　１つの態様において、用いられ得るポリエーテルグリコールの例には、エチレンオキシ
ド、プロピレンオキシド、トリメチレチンオキシド、テトラヒドロフラン及び３－メチル
テトラヒドロフランの開環重合及び／又は共重合から、あるいは各分子中に１２個より少
ない炭素原子を有するジオール又はジオール混合物、例えばエチレングリコール、１，３
－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘ
キサンジオール、２，２－ジメチル－１，３プロパンジオール、３－メチル－１，５－ペ
ンタンジオール、１，７－ヘプタンジオール、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナ
ンジオール、１，１０－デカンジオール及び１，１２－ドデカンジオールのような多価ア
ルコールの縮合重合からの２個のヒドロキシル基を有するグリコールが含まれるが、これ
らに限られない。約１，７００～約２，１００の分子量のポリ（テトラメチレンエーテル
）グリコール、例えば２の官能価を有するＴｅｒａｔｈａｎｅ（登録商標）　１８００（
ＩＮＶＩＳＴＡ　ｏｆ　Ｗｉｃｈｉｔａ，ＫＳ）は、特定の適したグリコールの例である
。コポリマーにはポリ（テトラメチレン－コ－エチレンエーテル）グリコール（ｐｏｌｙ
（ｔｅｔｒａｍｅｔｈｙｌｅｎｅ－ｃｏ－ｅｔｈｙｌｅｎｅｅｔｈｅｒ）ｇｌｙｃｏｌ）
が含まれ得る。
【００３７】
　１つの態様において、用いられ得るポリエステルポリオールの例には、各分子中に１２
個より多くの炭素原子を有していない低分子量の脂肪族ポリカルボン酸とポリオール又は
それらの混合物の縮合重合により製造される２個のヒドロキシル基を有するエステルグリ
コールが含まれるが、これらに限られない。適したポリカルボン酸の例にはマロン酸、コ
ハク酸、グルタル酸、アジピン酸、ピメリン酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸
、ウンデカンジカルボン酸及びドデカンジカルボン酸が含まれるが、これらに限られない
。ポリエステルポリオールの製造に適したポリオールの例にはエチレングリコール、１，
３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－
ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、
１，７－ヘプタンジオール、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナンジオール、１，
１０－デカンジオール及び１，１２－ドデカンジオールが含まれるが、これらに限られな
い。約５℃～５０℃の融解温度を有する直鎖状二官能基性ポリエステルポリオールは、特
定のポリエステルポリオールの例である。
【００３８】
　１つの態様において、用いられ得るポリカーボネートポリオールの例には、ホスゲン、
クロロギ酸エステル、ジアルキルカーボネート又はジアリルカーボネートと各分子中に１
２個より多い炭素原子を有していない低分子量の脂肪族ポリオール又はそれらの混合物の
縮合重合により製造される２個もしくはそれより多いヒドロキシ基を有するカーボネート
グリコールが含まれるが、これらに限られない。ポリカーボネートポリオールの製造に適
したポリオールの例にはジエチレングリコール、１，３－プロパンジオール、１，４－ブ
タンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグ
リコール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、１，７－ヘプタンジオール、１，８
－オクタンジオール、１，９－ノナンジオール、１，１０－デカンジオール及び１，１２
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－ドデカンジオールが含まれるが、これらに限られない。約５℃～約５０℃の融解温度を
有する直鎖状二官能基性ポリカーボネートポリオールは、特定のポリカーボネートポリオ
ールの例である。
【００３９】
　１つの態様において、ジイソシアナート成分には単一のジイソシアナートあるいは４，
４’－メチレンビス（フェニルイソシアナート）及び２，４’－メチレンビス（フェニル
イソシアナート）を含有するジフェニルメタンジイソシアナート（ＭＤＩ）の異性体混合
物を含む種々のジイソシアナートの混合物も含まれ得る。いずれの適した芳香族又は脂肪
族ジイソシアナートも含まれ得る。用いられ得るジイソシアナートの例には４，４’－メ
チレンビス（フェニルイソシアナート）、２，４’－メチレンビス（フェニルイソシアナ
ート）、４，４’－メチレンビス（シクロヘキシルイソシアナート）、１，３－ジイソシ
アナト－４－メチル－ベンゼン、２，２’－トルエンジイソシアナート、２，４’－トル
エンジイソシアナート及びそれらの混合物が含まれるが、これらに限られない。
【００４０】
　１つの態様において、連鎖延長剤は、ポリウレタンウレアのために水又はジアミン連鎖
延長剤のいずれかであることができる。ポリウレタンウレア及び得られる繊維の所望の性
質に依存して、種々の連鎖延長剤の組み合わせが含まれ得る。適したジアミン連鎖延長剤
の例には：ヒドラジン；１，２－エチレンジアミン；１，４－ブタンジアミン；１，２－
ブタンジアミン；１，３－ブタンジアミン；１，３－ジアミノ－２，２－ジメチルブタン
；１，６－ヘキサメチレンジアミン；１，１２－ドデカンジアミン；１，２－プロパンジ
アミン；１，３－プロパンジアミン；２－メチル－１，５－ペンタンジアミン；１－アミ
ノ－３，３，５－トリメチル－５－アミノメチルシクロヘキサン；２，４－ジアミノ－１
－メチルシクロヘキサン；Ｎ－メチルアミノ－ビス（３－プロピルアミン）；１，２－シ
クロヘキサンジアミン；１，４－シクロヘキサンジアミン；４，４’－メチレン－ビス（
シクロヘキシルアミン）；イソホロンジアミン；２，２－ジメチル－１，３－プロパンジ
アミン；メタ－テトラメチルキシレンジアミン；１，３－ジアミノ－４－メチルシクロヘ
キサン；１，３－シクロヘキサン－ジアミン；１，１－メチレン－ビス（４，４’－ジア
ミノヘキサン）；３－アミノメチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキサン；１，３－
ペンタンジアミン（１，３－ジアミノペンタン）；ｍ－キシリレンジアミン；及びＪｅｆ
ｆａｍｉｎｅ（登録商標）（Ｔｅｘａｃｏ）が含まれるが、これらに限られない。
【００４１】
　ポリウレタンが望まれる場合、連鎖延長剤はジオールである。用いられ得るそのような
ジオールの例にはエチレングリコール、１，３－プロパンジオール、１，２－プロピレン
グリコール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、２，２－ジメチル－１，３プロパ
ンジオール、２，２，４－トリメチル－１，５－ペンタンジオール、２－メチル－２－エ
チル－１，３－プロパンジオール、１，４－ビス（ヒドロキシエトキシ）ベンゼン及び１
，４－ブタンジオール、ヘキサンジオールならびにそれらの混合物が含まれるが、これら
に限られない。
【００４２】
　１つの態様において、ポリマーの分子量を制御するために、一官能基性アルコール又は
第１級／第２級一官能基性アミンが場合により含まれることができる。１種もしくはそれ
より多い一官能基性アルコールと１種もしくはそれより多い一官能基性アミンのブレンド
が含まれることもできる。本開示に関して有用な一官能基性アルコールの例には、１～１
８個の炭素を有する脂肪族及び環状脂肪族第１級及び第２級アルコール、フェノール、置
換フェノール、エトキシル化アルキルフェノール及び５００より低い分子量を含む約７５
０より低い分子量を有するエトキシル化脂肪アルコール、ヒドロキシアミン、ヒドロキシ
メチル及びヒドロキシエチル置換された第３級アミン、ヒドロキシメチル及びヒドロキシ
エチル置換された複素環式化合物ならびにそれらの組み合わせより成る群から選ばれる少
なくとも１つのメンバーが含まれるがこれらに限られず、フルフリルアルコール、テトラ
ヒドロフルフリルアルコール、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）スクシンイミド、４－（２
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－ヒドロキシエチル）モルホリン、メタノール、エタノール、ブタノール、ネオペンチル
アルコール、ヘキサノール、シクロヘキサノール、シクロヘキサンメタノール、ベンジル
アルコール、オクタノール、オクタデカノール、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン、
２－（ジエチルアミノ）エタノール、２－ジメチルアミノエタノール及び４－ピペリジン
エタノールならびにそれらの組み合わせを含む。適した一官能基性ジアルキルアミンブロ
ック剤の例には：Ｎ，Ｎ－ジエチルアミン、Ｎ－エチル－Ｎ－プロピルアミン、Ｎ，Ｎ－
ジイソプロピルアミン、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ｎ－メチルアミン、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチ
ル－Ｎ－ベンジルアミン、Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシルアミン、Ｎ－エチル－Ｎ－イソプロ
ピルアミン、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ｎ－イソプロピルアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－
シクロヘキシルアミン、Ｎ－エチル－Ｎ－シクロヘキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエタノール
アミン及び２，２，６，６－テトラメチルピペリジンが含まれるが、これらに限られない
。
【００４３】
　１つの態様において、本開示のポリマー溶液を合成した後、セルロースエステルを溶液
中に導入する。セルロースエステルが中に分散された溶液を乾式紡糸して本開示の弾性繊
維を形成することができる。乾式紡糸は、紡糸口金オリフィスを介してシャフト（ｓｈａ
ｆｔ）中にポリマー溶液を押し通してフィラメントを形成する方法を指す。加熱された不
活性ガスを室内に通過させ、フィラメントがシャフトを追加する時に溶媒をフィラメント
から蒸発させる。得られる弾性繊維を次いで円筒状の芯上に巻き、スパンデックス供給パ
ッケージを形成することができる。湿式－紡糸法も、ポリマー溶液の流延及び乾燥と同様
に用いることができる。
【００４４】
　１つの態様において、本開示のポリマー組成物は、特別な目的のために加えられる追加
の通常の添加物、例えば酸化防止剤、熱安定剤、ＵＶ安定剤、顔料及び艶消剤（例えば二
酸化チタン）、染料及び染料増強剤（ｄｙｅ　ｅｎｈａｎｃｅｒｓ）、潤滑剤（例えばシ
リコーン油）、塩素分解への抵抗性を増強するための添加物（例えば酸化亜鉛；酸化マグ
ネシウム及びハンタイトとヒドロマグネサイトの混合物）などを、そのような添加物が本
開示のスパンデックスエラストマー又は粘着防止添加物と拮抗効果を生じない限り、含有
することができる。二酸化チタンのような通常の添加物のいくつかは、弾性繊維の粘着性
を判断するために用いられるパラメーターであるオーバーエンド引取張力（ｏｖｅｒ－ｅ
ｎｄ　ｔａｋｅ－ｏｆｆ　ｔｅｎｓｉｏｎ）（ＯＥＴＯＴ）測定値への小さい影響を示す
が（下記で実施例中に記載する通り）、それらのいずれもＯＥＴＯＴ測定値に感知できる
影響を有しておらず、粘着性を低下させるような量でスパンデックスに加えられない。
【００４５】
　本開示の態様は、本開示のポリマー組成物を含んでなる製品（ａｒｔｉｃｌｅ　ｏｆ　
ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅ）を含む。これらの製品には布及び積層構造が含まれるが、これ
らに限られない。
【００４６】
　１つの態様において本開示は、ポリウレタン又はポリウレタンウレア及び約０．１重量
％～２５重量％の酢酸酪酸セルロースを含有するポリマー組成物を含んでなる布を提供す
る。ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸マグネシウム、有機ステアレート、シリコー
ン油、鉱油及びそれらの混合物のような追加の添加物が含まれることができる。
【００４７】
　１つの態様において、積層構造は、ポリウレタン又はポリウレタンウレア、約０．１重
量％～２５重量％の酢酸酪酸セルロース及び少なくとも１種の追加の添加物、例えばステ
アリン酸カルシウム、ステアリン酸マグネシウム、有機ステアレート、シリコーン油、鉱
油及びそれらの混合物を有する本開示の弾性繊維又はエラストマーフィルムを含む。ある
態様において、繊維を布帛、不織布、フィルム及びそれらの組み合わせのような基質の１
つもしくはそれより多い層に接着する。積層構造を接着剤、超音波接着、熱接着又はそれ
らの組み合わせにより接着することができる。積層構造はおむつ、トレーニングパンツ、
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成人失禁用製品又は女性衛生製品のような使い捨て衛生製品を含むことができる。
【００４８】
　上記の態様に多くの変更及び修正を行うことができる。すべてのそのような修正及び変
更は、本明細書で本開示の範囲内に含まれ、以下の請求項により保護されるべきことが意
図されている。
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